
若年層のメタバース利用に関する座談会

• メタバースの主な利用者層である若年層からユーザの立場としての意見を聴取するため、事務局にて学生が参加する座談会を
開催。座談会の概要については以下のとおり。

➢ 開催日時：5/15（月） 13:00～14:30

➢ 参加者：７名（男性４名、女性３名。うち２名はアバターを用いて参加。）

➢ 参加者のメタバースの利用状況：週２０時間～未経験（研究室でのVR経験のみ）

・ ：個々の参加者の意見
※：事務局で集約したもの

・ 現実世界の知り合いと仮想空間上で会うケースもあるが、VR上での友達の友達、といった形で参加コミュニティが広がっていくことが多
い。そのため、現実世界では話す相手の属性（先生、上司、年長など）を踏まえてかしこまった態度を取ることが多いが、メタバース上では
素性を知らないため、かえって年齢等を気にせずに気軽なコミュニケーションができている。

・ 海外留学前にメタバース上で留学先の人々とコミュニケーションを行い、予め感情の共有が図れたことにより留学先での心理的負担が大
きく減った。

※ メタバースを利用していない理由として、「HMDが高額」、「周囲にメタバースを利用している人がおらず、楽しみ方が分からない」など
が聞かれた。

メタバースの魅力、利用していない理由

VR酔い

※ 学生７人中６人がVR酔いを経験。現在長時間利用している参加者からも「慣れるまでは酔いやすかった」とのコメントがあった。

・ リニアに視点を変えず、デバイスの機能で30度、45度など決まった角度の視点変更を用いることで酔いが軽減されることもある。

利用規約の確認、メタバース上での行為

・ 利用規約を熟読しなくても、ワールドに入る際に注意事項が表示される、コミュニティ内でマナーが共有されるなどがあるため、おのずと
人を不快にさせる行為は避けて利用することとなる。

・ メタバースを利用していない自分としては、「別の自分」がメタバースで生まれると考えると、SNSと比べて「ユーザがやってはいけない
こと」の敷居が下がることもあるのではと想像する。（一方で、普段利用していない別の参加者からは、「それでも通常行わない行動はし
ないのではないか」という逆の意見もあった。）

メタバース（VR、XR等）への期待、メタバースに関連して研究したいこと

※ SNSなどのテキストベースの人との交流がメタバース上に変わっていくことや、医療・教育・就活などでのシーンでの活用の期待が述べ
られた。

※ 研究テーマとしては、（二人の人がVR上で一つの身体を共有する）「融合身体」や、「メタバース上での人間関係」などのほか、街をVR上
で将来からバックキャストでデザインする研究や、VR上でオープンキャンパスの構築に取り組みたい、なども述べられた。

主な意見等
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